
全国標語 火を消して　不安を消して　つなぐ未来 組合標語 消しました？　確かめ合いの　ひとことを

訓 子 府 消 防 団

令和6年２月１日　　　№ 166 危安協訓子府部会

消防署訓子府支署

【火事・救急・救助は 局番なし 『１１９番』】

令和５年の火災発生件数は3件で令和4年より１件減少となりました。
火災から尊い命や貴重な財産を守るため、一人一人が防火意識を持って
火災予防に取り組み、火災の無い町を目指しましょう。

発生日 時間 用途 焼失程度 出火原因

2月1日 18時06分 納屋 ３７㎡ 薪ストーブの灰による出火

4月14日 14時04分 畑地 １０８０㎡ 畦焼きによる出火

4月28日 10時45分 畑地 １３７２㎡ 畦焼きによる出火

令和５年の救急出動件数は２５９件
で令和４年と比べて１５件の減少とな
りました。令和５年は猛暑日が多く、
熱中症疑いの搬送やインフルエンザ
及びコロナウイルス感染による搬送
が多くありました。環境に適した服装
や感染防止を行い、健康に過ごしま
しょう。また、軽傷や自力受診が可能
な時は自己受診を行い救急車の適
正利用にご協力をお願いします。
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消防では、積雪時に消防水利（消火栓・防火水槽）の除雪作業
を行っていますが、巡回中に地域住民の方々により消防水利の
除雪を行っていただいている箇所が数多く見受けられました。

消防水利の除雪に感謝

日頃より消防活動にご協力いただき、心から感謝申し上げます。

冬期間は路面凍結による転倒、自動車のスリップや吹雪等の視界不良
による交通事故、除雪作業に伴う墜落や重機との接触、屋内での内燃
式発電機の使用による一酸化炭素中毒などの冬季特有の事故が多く
発生しています。事故のない健康的な生活を送れるように、冬期間の
事故予防を徹底しましょう。

○安全機能を無効にしない
○後進する際には、転倒したり、挟まれないよう周囲の
状況に十分に注意する
○周囲に人がいない状況で作業する
○その場を離れるときは、エンジンを切る
○雪詰まりを取り除く際は、エンジン及び回転部分の停
止を確認し、雪かき棒を使用する

雪下ろしのポイントを紹介します！！
○2人以上で周囲に注意しましょう
○安全な服装で作業に取り組みましょう
○梯子はしっかりと固定しましょう
○使いやすい除雪道具を選びましょう
○屋根の雪の緩みに注意しましょう
○無理な作業はやめましょう

雪下ろし中の事故、屋根からの落雪に注意しましょう‼

路面凍結による転倒に注意しましょう‼
訓子府町内では過去3年間で16件の氷転倒による救急事案が発生しています。

除雪機取扱いの確認を‼


